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沖
縄
県
は
、
我
が
国
唯
一
の
亜

熱
帯
地
域
と
し
て
特
有
の
自
然
景

観
と
近
隣
諸
国
と
の
長
い
交
流
の

歴
史
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
独
特
の

文
化
を
資
源
に
、
国
内
に
お
い
て

も
有
数
の
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
地
と

し
て
発
展
し
て
き
た
。

　
本
県
の
観
光
は
、
復
帰
前
は
戦

跡
観
光
地
と
し
て
慰
霊
訪
問
団
を

中
心
と
し
た
観
光
が
主
流
で
、
復

帰
の
年
に
は
年
間
約
四
十
万
人
の

観
光
客
が
訪
れ
た
。
昭
和
五
十
年

の
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催
を

契
機
に
道
路
、
港
湾
、
空
港
等
の

社
会
基
盤
が
国
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
、

こ
の
年
の
観
光
客
は
百
五
十
万
人

へ
と
大
幅
に
増
加
し
た
。

　
そ
の
後
、
航
空
会
社
に
よ
る
青

い
海
、
青
い
空
の
イ
メ
ー
ジ
を
打

ち
出
し
た
沖
縄
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

実
施
、
民
間
投
資
に
よ
る
海
浜
リ

ゾ
ー
ト
施
設
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、

観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
地
沖
縄
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
も
図
ら
れ
、
ま
た
、

修
学
旅
行
や
家
族
旅
行
の
順
調
な

伸
び
や
プ
ロ
野
球
の
キ
ャ
ン
プ
地

と
し
て
の
沖
縄
が
注
目
さ
れ
、
入

域
観
光
客
数
は
着
実
な
進
展
を
み
せ
、

平
成
三
年
に
は
三
百
万
人
の
大
台

を
突
破
し
た
。

　
そ
し
て
、
平
成
十
二
年
に
お
け

る
我
が
国
初
の
サ
ミ
ッ
ト
首
脳
会

合
の
地
方
開
催
、
「
琉
球
王
国
の
グ

ス
ク
及
び
関
連
遺
産
群
」
の
世
界

遺
産
登
録
が
な
さ
れ
、
リ
ゾ
ー
ト

地
沖
縄
が
世
界
各
国
へ
情
報
発
信

さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
十
三
年
に
は
、

N
H
K

連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ち
ゅ

ら
さ
ん
」
な
ど
沖
縄
を
舞
台
に
し

た
テ
レ
ビ
放
映
の
影
響
に
よ
り
全

国
的
に
本
県
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
り
、
入
域
観
光
客
は
順
調
な
伸

び
を
み
せ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
同
年
九
月
に

ア
メ
リ
カ
で
起
こ
っ
た
同
時
多
発

テ
ロ
事
件
の
影
響
を
受
け
、
修
学

旅
行
を
中
心
と
し
た
キ
ャ
ン
セ
ル

が
相
次
ぎ
、
結
果
と
し
て
こ
の
年

の
入
域
観
光
客
は
前
年
を
下
回
っ

た
が
、
そ
の
後
、
官
民
一
体
と
な

っ
た
取
組
み
に
よ
り
同
時
多
発
テ

ロ
事
件
に
よ
る
影
響
を
最
小
限
に

留
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、

平
成
十
五
年
に
は
、
過
去
最
高
の

五
百
八
万
人
を
記
録
し
入
域
観
光

客
数
も
順
調
に
推
移
し
て
お
り
、

沖
縄
県
で
は
平
成
十
六
年
の
目
標

入
域
観
光
客
数
を
五
百
二
十
五
万

人
に
設
定
し
、
七
月
現
在
目
標
を

上
回
る
ペ
ー
ス
で
極
め
て
順
調
に

推
移
し
て
い
る
。

　
一
方
、
沖
縄
観
光
の
持
続
的
発

展
に
向
け
て
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
も
あ
る
。
昨
年
度
、

沖
縄
県
で
実
施
し
た
「
二
〇
〇
三

年
度
沖
縄
観
光
客
満
足
度
調
査
」

に
よ
る
と
、
全
体
的
な
沖
縄
観
光

に
対
す
る
満
足
度
は
年
々
高
ま
っ

て
い
る
も
の
の
、
も
て
な
し
や
接

客
マ
ナ
ー
及
び
地
元
の
観
光
へ
の

関
心
や
交
通
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
は

前
回
の
調
査
に
比
べ
満
足
度
が
低

下
し
て
い
る
ほ
か
、
観
光
情
報
及

び
食
事
の
面
で
は
満
足
度
が
低
い

と
い
う
結
果
が
出
て
お
り
、
改
善

の
余
地
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
満
足
度
調
査
の
結
果
や
リ
ピ

ー
タ
ー
率
が
六
割
を
越
え
観
光
客

の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
、
消
費
単

価
が
低
下
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
る
と
、
沖
縄
観
光
の
更
な
る
質

の
向
上
の
た
め
受
入
体
制
の
さ
ら

な
る
強
化
や
新
た
な
沖
縄
観
光
の

魅
力
づ
く
り
が
現
下
の
課
題
で
あ

る
と
考
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
国
の
支
援

を
受
け
沖
縄
県
及
び
財
団
法
人
沖

縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー

ロ
ー
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
沖

縄
離
島
地
域
観
光
活
性
化
推
進
事
業
、

観
光
産
業
人
材
育
成
事
業
、
沖
縄

観
光
共
通
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
構
築

事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
課

題
解
決
に
向
け
て
適
宜
を
得
た
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
沖
縄

観
光
の
推
進
母
体
と
し
て
国
、
沖

縄
県
は
も
と
よ
り
観
光
業
界
と
連

携
し
官
民
一
体
と
な
っ
た
取
組
み

に
よ
り
、
沖
縄
県
観
光
振
興
基
本

計
画
の
目
標
で
あ
る
平
成
二
十
三

年
に
お
け
る
入
域
観
光
客
数
六
百

五
十
万
人
の
達
成
を
目
指
し
沖
縄

観
光
の
発
展
に
鋭
意
努
力
し
て
い

く
所
存
で
あ
る
。
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